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１ 議席番号 ３ 番 遠藤 孝子  議員 
開始予定時刻 

3 月 14 日 午前 9 時 

【子育て環境の充実について】 

第５次総合計画の事業として、「誰もが健康でいきいきと暮らせるまちづ

くり」を掲げ、今年度１１の主な事業の取り組みが明示されました。  

更なる住みやすい町への計画、実行に期待するところです。  

特に、安心安全な環境づくり施策を土台とし、人づくりとしての子育て及

び教育は重要であると考えます。 

そこで、子育て環境の充実について次のことをお伺いします。  

 

１  ファミリー・サポート・センター事業（子育て援助活動支援事業）につ

いて 

⑴  地域子ども・子育て支援事業として位置づけられている、この事業は

大いに期待されるところですが、サポート会員やリクエスト会員を希望

する人々に届く広報をどのように考えていますか。  

⑵  サポート会員の研修目的及び内容のポイントをお聞きします。  

⑶  リクエスト会員の募集状況についてお聞きします。  

 

 

【吉田町の教育改革の取り組みについて】 

第５次吉田町総合計画前期基本計画では、「一人ひとりの個性を伸ばす学

校教育環境が充実したまち」を目指す状態としています。  

吉田町教育大綱で「生涯にわたり学びあい高めあう人づくり」を教育目標

とし、ラーニングプランでは「基礎学力向上・確かな学力」の実践に取り組

んでいます。 

今、具体的実践としてＴＣＰ・トリビンス・プランが発表され、その成果

が期待されるところです。 

そこで次のことについてお伺いします。 

 

１  「吉田町のすべての子どもに最良の教育サービスを提供すること」を目

標に掲げたＴＣＰ・トリビンス・プランの概要とその具体的な施策につい

てお聞きします。 

２  次期学習指導要領との関連では具体的にどのような点を先取りするの

かお聞きします。 
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２ 議席番号１２番 大石   巌  議員 
開始予定時刻 

3 月 14 日 午前 10 時 

【誰もが気軽にお出かけできる交通システムについて】 

吉田町は、他自治体と同様に高齢者が増加しています。 

買い物に出かけるのが大変な人、障害や病気で一人では外出が難しい人、

車での外出を控えたいと思っている高齢者など、いわゆる「交通弱者」とい

われる人が増えています。 

 食料品・日用品の買い物、役場や図書館、榛原総合病院や医院、金融機関

などへの交通手段として、町内巡回バスやデマンドタクシーを希望する声が

聞かれます。 

 外出しやすい環境整備は福祉の優先課題でもあります。 

 「誰もがいきいきと暮らせる環境創出」のために、以下の質問をいたしま

す。 

 

１  町内での「交通弱者」といわれる人たちの状況をどのように把握してい

るか。 

２  住民のニーズを把握し、事業者や利用者を含めた「生活交通確保対策協

議会」の設立や協議内容はどうか。 

３  福祉サービスの向上、健康保持、交通安全など多面的な角度から、「気

軽にお出かけできる交通システム」構築は喫緊の課題と考えるがどうか。 

 

 

 

３ 議席番号 ５ 番 山内   均  議員 
開始予定時刻 

3 月 14 日 午前 11 時 

【生活雑排水・汚水処理対策と下水道・浄化槽について】 

第５次吉田町総合計画、第６章、豊かな自然と共生するまちづくり、下水

道・浄化槽について質問します。 

公共下水道全体計画は平成元年に策定し、計画目標年次を平成２２年、計

画区域面積を８２６ｈａとした。 

平成１３年の見直しでは、計画目標年次を平成３２年度、計画区域面積を

９２０ｈａとした。この全体計画に基づき平成２２年度に見直しをして、事

業期間を平成２３年度から平成２９年度まで、計画区域面積を３４０ｈａと

した事業認可を受けて事業を進めている。 

平成２７年度末では３４０ｈａのうち２５９.９ｈａの整備が進んでお

り、人口２万９，７６２人のうち１万１，５３０人に対する整備となる。 

人口普及率は３８.７％となっている。 

公共下水道全体計画区域のうち未整備区域の整備に要する期間は、過去５

年間の平均管渠整備費を用いた算定では、残りの下水道区域の整備に要する

期間は、５５年という算定を出している。 
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公共下水道事業の最大のリスクは、整備費用がとてつもなく掛かることで

ある。 

・  平成２５年度は、公共下水道総事業費９億８，２８３万円、公債費と予

備費を除いた事業費は４億６３１６万円で利用できる人を１６０人増や

した。 

一人当たりに掛った費用は総事業費で６１４万円、事業費で２８９万

円。 

・  平成２６年度は、公共下水道総事業費８億９，５０５万円、公債費と予

備費を除いた事業費は３億６，８２３万円で利用できる人を１８５人増や

した。 

一人当たりに掛った費用は総事業費で４８３万円、事業費で１９９万

円。 

・  平成２７年度は公共下水道総事業費１２億１，２００万円、公債費と予

備費を除いた事業費は６億７，７６６万円で利用できる人を２７人増やし

た。 

一人当たりに掛った費用は総事業費で４，４８８万円、事業費で２，５

０９万円であった。 

平成２７年度は、浄化センター工事と幹線道路を含む下水道事業を行った

のが費用が大きく掛かった理由であった。 

これからは戸数の密度が小さくなり、事業費は大きくなる可能性がある。 

また、公共下水道事業に掛かった借入金の返済に一般会計等から、平成２６

年度は５億８，６２９万７，０００円、２７年度には６億４，２８２万９，

０００円が払われている。 

一方、循環型社会形成推進地域計画の中、公共下水道の未整備地区におい

ては効率的な合併処理浄化槽の普及のため、平成２７年度から平成３１年度

までの５年間に合併処理浄化槽４００基の整備と事業費１億５，５９０万円

を計画している。 

合併処理浄化槽の設置費用は１基（５人槽）当たり８０万円くらいである。 

町は平成２７年度と平成２８年度に全体計画の見直しを行ったことから、平

成２９年度からは見直した計画に基づき事業を実施していくとしている。 

そこで質問をします。 

 

１ 公共下水道事業について。 

⑴  平成２７年度と平成２８年度にどのような見直しを行ったのですか。 

⑵  見直しの中で、計画目標の達成に掛かる費用は算定しましたか。 

⑶  一般会計から多額の繰入金を入れてまでやらなければならないので

すか。 

⑷  受益と負担の関係が成立していない計画区域外の対策は考えていま

すか。 
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２  合併処理浄化槽について。 

⑴  設置費用は１基（５人槽）当たり８０万円くらいででき、経済的に自

然環境の保全を図ることができる合併処理浄化槽への設置変えは促進

するべきであると思うがいかがですか。 

⑵  循環型社会形成推進地域計画は経済的・効率的な生活排水処理に対す

る合併処理浄化槽設置に補助金制度を設けている。 

推進計画はありますか。 

⑶  島田市では、合併処理浄化槽への切り替えに６５万円の補助金制度を

設けている、吉田町では考えませんか。 

 

 

 

４ 議席番号 ９ 番 藤田 和寿  議員 
開始予定時刻 

3 月 14 日 午後 1 時 

【入札落札率１００％の結果について】 

町は、発注する建設工事について、公共工事の入札及び契約の適正化の促

進を図るために、「吉田町建設工事等の入札及び契約等に関する情報公表要

綱」に則り情報の公表を行っています。 

毎月発行されている「広報よしだ」には、町民に対し入札結果を掲載する

とともに、町のホームページにも入札契約情報を詳細に掲載し広報していま

す。 

「広報よしだ１月号」の入札結果の中に、抽選型指名競争入札で片岡２号

汚水幹線工事(第２工区)の落札率が、１００．００％と公表されていました。 

この内容を拝見された町民の方から「競争入札で１００％もあるんだ」と

尋ねられ、正確な内容を把握してなく説明できませんでした。 

これまでの入札率の傾向と比較すると同じ素朴な思いを抱いた方々も多

いと考えます。 

札入れ価格は、業者の意志で競争を行うものであり、落札者は問題ありま

せんが、発注側について競争入札の観点で考え検証する必要を考えましたの

で、町に対して以下について伺います。 

 

１  事業の予算化後から検査までの業務は、どのような流れですか。 

２  今回の入札結果を、どのように分析されていますか。 

３  ４月１日現在の建設工事発注見通しで入札時期が８月下旬と公表され

ていたが、１２月２１日まで伸びた理由は何ですか。 

４  １２月２１日入札で抽選型指名競争入札が７本行われたことが、要因で

すか。 

５  今後において、改善や対応を考えていますか。 

 

 


